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金
融
庁
は
昨
年
末
発
表
し
た
『
金
融
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
』
に
お
い
て
、

金
融
サ
ー
ビ
ス
立
国
へ
の
挑
戦
を
標
榜
し
た
。
そ
こ
で
は
「
金
融
市

場
が
、
国
民
に
多
様
で
良
質
な
金
融
商
品･

サ
ー
ビ
ス
の
選
択
肢
を
提

供
で
き
る
も
の
に
変
化
し
て
い
け
ば
、
貯
蓄
か
ら
投
資
へ
の
流
れ
が

加
速
さ
れ
る
」
と
謳
っ
て
い
る
。
個
人
金
融
資
産
の
間
接
金
融
偏
重

か
ら
直
接
金
融
へ
の
流
れ
の
変
化
は
始
ま
る
の
か
？�

さ
ら
に
強
ま
っ
た

預
貯
金
偏
重
構
造

九
〇
年
代
以
降
の
家
計
金
融
資
産

の
動
向
を
み
て
み
る
と
、「
貯
蓄
か

ら
投
資
」
と
い
う
流
れ
は
確
認
で
き

な
い
（
第
１
図
）。
家
計
金
融
資
産

に
占
め
る
預
貯
金
の
残
高
ウ
ェ
ー
ト

は
、
バ
ブ
ル
期
に
い
っ
た
ん
は
四
二

・
三
％
（
八
八
年
度
末
）
ま
で
低
下

し
た
が
、
そ
の
後
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て

上
昇
し
て
い
る
。
一
方
、
株
式
・
投

信
の
ウ
ェ
ー
ト
は
、
バ
ブ
ル
期
に
二

七
・
四
％
ま
で
上
昇
し
た
も
の
の
、

九
〇
年
代
は
一
〇
％
前
後
で
低
迷
を

続
け
て
い
る
。

し
か
も
、
残
高
ウ
ェ
ー
ト
の
変
化

に
は
株
価
上
昇
な
ど
の
影
響
が
含
ま

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
そ
う
し
た
時
価

変
動
部
分
を
控
除
し
て
ウ
ェ
ー
ト
を

再
計
算
す
る
と
、
株
式
・
投
信
の
ウ

ェ
ー
ト
は
、
バ
ブ
ル
期
を
含
め
て
八

〇
年
ご
ろ
か
ら
ほ
と
ん
ど
減
少
傾
向

を
た
ど
っ
て
い
た
と
い
う
事
実
が
明

家
計
金
融
資
産
に
占
め
る
預
貯
金
、
株
式
・
投
信
の
割
合
を
時
価
変
動
部
分
を
控
除
し
て
み
て
み
る
と
、
株
式
・

投
信
の
割
合
が
八
〇
年
ご
ろ
か
ら
一
貫
し
て
減
少
し
て
い
る
。
一
方
で
九
三
年
以
降
、
預
貯
金
の
割
合
は
上
昇
に

転
じ
て
お
り
、「
貯
蓄
か
ら
投
資
へ
」
の
流
れ
は
、
掛
け
声
倒
れ
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
ペ
イ
オ

フ
全
面
解
禁
を
控
え
、
従
来
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
資
金
シ
フ
ト
が
発
生
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
預
貯
金
か
ら

個
人
国
債
、
株
式
投
信
へ
の
資
金
シ
フ
ト
で
あ
る
。
個
人
マ
ネ
ー
が
金
融
シ
ス
テ
ム
不
安
の
後
退
を
背
景
に
よ
り

利
回
り
指
向
を
強
め
て
き
て
い
る
の
は
間
違
い
な
い
。
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蓄
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は
「
投
資
」
へ
流
れ
る
か
�

富
裕
層
の
運
用
か
ら
一
般
個
人
の
老
後
設
計
へ�

野
村
資
本
市
場
研
究
所�

副
主
任
研
究
員

�

　
沼
田
　
優
子�

家
計
の
五
〇
％
は
株
式
保
有

わ
が
国
は
、「
貯
蓄
か
ら
投
資

へ
」
と
、
個
人
金
融
資
産
の
再
配
分

を
目
指
し
て
い
る
が
、
現
在
も
現
預

金
の
比
率
は
五
五
％
と
高
い
。
こ
れ

に
対
し
、
米
国
個
人
が
保
有
す
る
現

預
金
比
率
は
一
三
％
に
す
ぎ
ず
、
有

価
証
券
（
株
式
・
債
券
・
投
資
信

託
）
比
率
は
三
六
％
で
あ
る
。
年
金

等
を
通
し
て
間
接
的
に
投
資
し
た
株

式
も
含
め
れ
ば
、
そ
の
比
率
は
約
五

〇
％
と
な
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、
米

国
家
計
の
半
分
が
、株
式
（
以
下
、株

式
投
資
信
託
も
含
む
）の
投
資
家
で
、

そ
の
う
ち
の
約
半
分
が
、
ベ
ビ
ー
ブ

ー
マ
ー
（
一
九
四
六
〜
六
四
年
生
ま

れ
）
で
あ
る
（
別
表
）。
投
資
家
一

人
当
り
の
金
融
資
産
は
一
〇
万
�
程

度
で
、
彼
ら
の
四
割
は
、
九
〇
年
以

前
か
ら
の
投
資
経
験
者
で
あ
る
。
ま

た
投
資
家
の
六
割
弱
が
、
現
在
も
専

門
家
の
助
言
に
頼
る
と
い
う
点
は
、

興
味
深
い
。
主
た
る
投
資
目
的
は
、

「
老
後
に
向
け
た
資
産
形
成
の
た

め
」
で
あ
り
、
七
割
が
確
定
拠
出
年

金
を
、五
割
が
Ｉ
Ｒ
Ａ（
個
人
退
職
勘

定
―
わ
が
国
の
確
定
拠
出
年
金
の
個

人
型
に
相
当
）
を
活
用
し
て
い
る
。

退
職
プ
ラ
ン
や
投
資
信
託

彼
ら
の
投
資
行
動
を
み
て
も
、
日

米
に
は
違
い
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、

米
国
投
資
家
の
金
融
資
産
に
占
め
る

株
式
比
率
は
約
半
分
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
伝
統
的
な
確
定
給
付
年
金
の
運

用
ス
タ
イ
ル
に
近
い
。
彼
ら
は
分
散

投
資
を
念
頭
に
お
き
、
平
均
的
な
リ

ス
ク
を
と
る
こ
と
も
い
と
わ
な
い
。

有
価
証
券
保
有
率
が
五
〇
％
を
占
め
る
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
個
人
（
家
計
）
の
投
資
行
動
は
一
朝
一
夕
に
形
成
さ

れ
た
も
の
で
は
な
い
。
七
〇
年
代
か
ら
現
在
に
至
る
、
Ｉ
Ｒ
Ａ
―
４
０
１
�ｋ
等
の
退
職
プ
ラ
ン
、
地
方
債
投
信
・

Ｍ
Ｍ
Ｆ
、
Ｍ
Ｍ
Ｆ
、
株
式
投
信
な
ど
の
仕
組
み
づ
く
り
、
税
制
優
遇
、
商
品
開
発
、
プ
ロ
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
等

々
の
個
人
資
産
形
成
の
経
路
と
イ
ン
フ
ラ
構
築
が
そ
の
背
景
と
な
っ
て
い
る
。
わ
が
国
も
高
齢
化
対
応
の
観
点
か

ら
資
産
形
成
の
仕
組
み
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
れ
よ
う
。
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